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平成 24 年から平成 27 年に流通していた 56 製品のうち 43 製品から、20 種
類、のべ 135 物質の薬物を検出した。製品流通時に規制薬物が検出されたのは、
α-PVP が検出された 1 製品と 5F-PB-22 が検出された 2 製品であった。 
 
２ 5F-PB-22およびその異性体識別 









ボキシエステル基を持つ合成カンナビノイドは MS および MS/MS において、キ
ノリニル基およびイソキノリニル基を部分構造とするプロダクトイオンを生じ
ない。このことが同様の構造を持つ異性体の識別を困難にしていると考えられ
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ることを 5F-PB-22と 10種の異性体等の SCs群で示した。さらに、前段の GC、LC
分離を駆使して、SCs位置異性体の同定を達成した。特に、フルオロ基を置換基とす
る SCs群（FUB-JWH-18と置換位置異性体 5種）分析においては PFP基結合カラム
による完全分離を達成し、後続MS/MSによる異性体の同定を可能にした。 
以上、本研究は、社会的課題である危険ドラッグの合法的な排除に必要な、高度か
つ実用的な分析手法の普及に資するものであり、本課題の解決に有用な知見を与える
ものである。よって、博士（薬学）論文として価値あるものと認める。 
